
令和７年度事業報告 

 

令和７年度は、米国の相互関税や中東地域での紛争などにより世界的に不確実性や

不透明性さが高まりました。 

国内では、前年に引き続き物価は上昇しているものの、個人消費は賃金上昇や雇用

拡大等により底堅く推移しました。 

食肉の家計消費を見ると、単価の高い牛肉は、物価高による消費者の低価格志向に

より、購入数量、支出金額ともに前年を下回りましたが、豚肉や鶏肉は牛肉からの需

要シフトが継続し、購入金額、購入数量ともに増加しました。 

食肉事業者については、枝肉相場の上昇や物流コストの増加、更には人手不足の深

刻化などにより厳しい経営環境が続きました。 

このような中、センターにおいては、食肉の円滑な流通を推進するため、部分肉価

格情報の公表内容の改善や食肉業界の販売動向の公表などを的確に行うとともに、現

在入居されている食肉事業者や運送事業者、冷蔵倉庫業者が安全に安心して日々の営

業活動が行えるよう老朽化設備の更新を行い、取引施設の適正な維持管理及び改善に

努めました。 

 

１ 令和７年度事業 

（１）部分肉取引情報業務 

ア 取引情報の収集・公表等【別紙１】 

全国の主要食肉卸売企業から部分肉の取引情報を収集し、牛部分肉（和牛、

乳牛、交雑牛及び輸入牛）及び豚部分肉（国産豚及び輸入豚）について、販売

地域（首都圏、近畿圏、中京圏及び九州地域）ごとに取りまとめ、部分肉取引

情報として公表しました。 

公表は、日報、週報等を市況速報としてホームページで公表するとともに、

新聞、食肉業界紙等にも掲載され、令和７年度の公表回数は、延べ1,414回と

なりました。 

また、部分肉取引情報は、市況速報とは別に月報（翌月中旬）及び年報（翌

年１月下旬）として取りまとめ、ホームページで公表しました。 

なお、当該業務のためのサーバーが更新時期を迎えているため、新たなサー

バーを注文しました。実際の更新は令和８年度内に実施します。 

 

イ データ提供企業との連携 

センターへ部分肉取引情報を提供している食肉卸売企業との連携を維持す

るため、センターが取りまとめた関連情報を各社にフィードバックするなどの



取組を行いました。また、令和７年11月にデータ提供企業の担当者を招集した

会議を開催し、部分肉取引情報業務、送信手順等を確認するとともに、データ

提供の課題等について意見交換を行いました。 

 

ウ 取引情報の改善 

センターが収集・公表する部分肉取引情報について、前年度の検証を踏まえ、

月報及び年報の和牛の公表内容を、「４等級」及び「３等級」から「４等級」

及び「全等級」に変更するなどの改善を行いました（月報については2025年１

月以降のデータを令和７年11月に、年報については2025年のデータを令和８年

１月に公表）。 

 

（２）部分肉流通施設の貸付け・整備等 

ア 施設賃料の見直し 

現在のセンターのＧ棟以外の施設賃料については、この 30 年間据え置いて

きましたが、この間、建物等修繕費や雑役務費等が大きく増加していることか

ら、これらの経費の増加に見合う収入を確保する観点から、施設賃料の見直し

を行うこととし、Ｇ棟以外の川崎・大阪センターの各出店者と協議を進め、全

ての出店者から賃料改定に協力をいただきました。 

 

イ 部分肉流通施設等の貸付け【別紙２】 

① 部分肉流通施設の貸付けについては、川崎・大阪センター共におおむね  

100％の良好な状況となっています。その中にあって、令和７年度においては、

大阪センター事務室について、退去２小間、内部移転１小間、新規入居１小

間の動きがありました。 

② センターにおける卸売取引施設等について、ホームページ上で募集案内を

掲載するとともに、施設の貸付けについて関係者からの情報収集や食肉事業

者への働き掛け等を行いました。 

 

ウ 施設設備の修繕等 

① 通常の施設、設備の修繕等については、工事内容の緊急性、重要性等を勘

案して計画的・効率的に実施し、川崎センターにおいては、Ｅ棟屋上遮熱塗

装工事、Ｆ棟№５エレベーター改修工事（枝肉用）等を行うとともに、大阪

センターにおいては、北館加工室冷却設備更新工事、南・北館建具改修等特

別修繕工事、外構舗装・雨水排水設備等改修工事（第２期）などを行い、施

設及び設備機能の維持向上を図りました。 

 



② 川崎センターＦ棟の冷却設備の更新工事については、１期工事として低層

棟の更新工事が令和８年３月に完工し、それ以降２期工事として冷蔵庫棟の

更新工事を令和９年４月の完工を目指して工事に着手しました。 

また、大阪センター北館冷蔵庫棟の冷却設備の更新工事については、令和

８年１月に工事業者を選定し、令和10年２月の完工を目指して工事に着手し

ました。 

 

エ 部分肉流通促進対策等の実施 

部分肉流通促進対策の一環として、センター施設の共用部分の衛生検査を外

部検査機関に委託して実施しました。その結果に基づき、川崎センターにおい

ては、専門業者による清掃・消毒を行い、施設共用部分の衛生維持管理に努め

るとともに、大阪センターにおいては、北館２階の共用トイレ床面を乾式化す

ることで、施設内の衛生水準の一層の向上を図りました。 

 

（３）部分肉の流通の改善及び合理化のための調査等 

ア 「食肉業界の販売動向」及び「最近の食肉をめぐる状況」の公表 

① 「食肉業界の販売動向」として、食肉の販売状況について出店者等から聴

き取った上で取りまとめ、ホームページで公表しました（令和７年６月、９

月及び８年２月）。 

② 「最近の食肉をめぐる状況」として、物価が上昇する中で、部分肉取引価

格、枝肉卸売価格、消費者物価指数等のデータを基に、食肉の販売動向や影

響を与えている要因を分析して取りまとめ、ホームページで公表しました

（令和８年２月）。 

③  公表したこれらの報告については、業界紙、関係機関等にも紹介し、業界

紙において連載されました。 

また、「最近の食肉をめぐる状況」については、研修会において説明しま

した（令和８年３月）。 

 

イ 牛・豚コマーシャル規格の普及 

令和６年度に更新した牛・豚コマーシャル規格書及び紹介動画を活用し、

2025食肉産業展やセンターのホームページの場で普及を図りました。 

 

ウ ちくさんフードフェアの開催 

令和７年10月11日（土）及び12日（日）の２日間、川崎センター内の駐車場

等を会場として、ちくさんフードフェア実行委員会の主催による第40回ちくさ



んフードフェアを開催しました。初日は終日雨天に見舞われましたが、２日目

は好天に恵まれ、延べ約９万人の来場者で賑いを見せました。 

 

エ 食肉産業展の出展 

令和８年３月10日から13日までの４日間、東京ビッグサイトで開催された

2025食肉産業展に出展し、取引施設の貸付業務、部分肉取引情報の収集・公表

業務等について、分かりやすく説明したパネルの展示、パンフレットの配布等

を行うとともに、牛・豚部分肉コマーシャル規格の解説映像、センター紹介動

画及びちくさんフードフェア紹介動画を放映し、来場者に広く情報提供を行い

ました。 

 

オ センター出店者・消費者等を対象とした研修会の開催【別紙３】 

センター出店者をはじめ食肉関係者や消費者などを対象とした食肉流通の

改善及び合理化のための研修会を、川崎で２回、大阪で１回（計３回）開催し

ました。 

 

カ 食肉流通標準化システム協議会での取組 

食肉流通の効率化・標準化を促進するため、「食肉流通標準化システム協議

会」の事務局として、ニ次元バーコード（ＱＲコード）等について、協議会メ

ンバー間での情報交換等を行いました（総会：令和７年６月、幹事企業会：令

和７年11月及び８年２月開催）。 

 

  キ 国内外の見学者の受入れ【別紙３】 

一般社団法人日本食肉加工協会主催の食品衛生管理者講習会の一貫として、

受講者に対してセンター施設の見学会を実施し、食肉流通の現状について理解

を深めていただきました。このほか、国内外の見学者を受け入れ、令和７年度

は海外（中国、台湾及び韓国）の公的機関や食肉・畜産関係団体の施設見学を

受け入れるとともに、食肉・畜産についての意見交換を行いました。 

 

（４）広報活動の実施 

センター及びその活動を広く周知・普及するため、ホームページを通じて積極

的に情報発信するとともに、ちくさんフードフェアや食肉産業展などのイベン

ト等でセンターのパンフレットを広く配布するなど広報活動を実施しました。 

また、ホームページの閲覧状況を定期的に把握・分析し、掲載時期や内容の改

善を行ってきました。 

 



 

（５）法人の運営体制の充実を図るための取組 
法人の運営体制の充実を図るため、ガバナンス体制の強化及び不祥事防止に

向けた取組を実施しました。 
ア 職員の適正配置と職場のガバナンス維持の取組 

全職員に対して個別面談を実施し、個々人の職務上の課題や適性について個

別に把握し、職場の抱える課題のあぶり出しや人事の適正配置に役立てていま

す。また、この機会を通して管理職側とのコミュニケーションを強化し、風通

しの良い職場を形成してきました。 

 

イ 施設管理等の業務運営上の対応強化の取組 

センターでは、施設において予期せぬ不具合等が生じることがありますが、

発生した場合には逐次、管理職への報告及び発生原因の分析を行ってきました。

これを日常的に繰り返すことにより、職員の判断能力の強化と組織としての迅

速な対応に努めてきました。 

 

２ 理事会及び評議員会 

（１）第１回定例理事会（令和７年５月30日） 

  開催場所 ビジョンセンター有楽町（Zoomによるテレビ会議を併用） 

  決議事項 令和６年度事業報告及び決算 

       定時評議員会の招集 

  報告事項 公益法人制度の改正 

常勤理事の職務執行状況（令和７年度第１回） 

  出 席 等 決議に必要な出席理事の数 ６名 

       出席10名 

監事出席２名 

 

（２）第１回定時評議員会（令和７年６月18日） 

  開催場所 ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ品川高輪口 

（Zoomによるテレビ会議を併用） 

決議事項 理事、評議員の選任 

報告事項 理事会決議事項等（令和７年度事業計画及び収支予算、令和６年度

事業報告及び決算等） 

出 席 等 決議に必要な出席評議員の数 ７名 

   出席14名、欠席１名 

監事出席２名 



 

 

（３）第２回臨時理事会（令和７年６月18日） 

  開催場所 ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ品川高輪口 

決議事項 理事長、専務理事及び常務理事の選定 

出 席 等  決議に必要な出席理事の数 ６名 

       出席11名 

監事出席２名 

 

（４）第３回定例理事会（令和８年３月19日） 

開催場所 ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ品川高輪口 

  決議事項 令和８年度事業計画及び収支予算 

       令和８年度資金調達及び設備投資の見込み 

       公益目的事業の種類及び内容 

       長期借入金の借入れ（特別決議） 

       一時借入金の限度額 

       公益充実資金取扱規程の新設及び関連規程の廃止 

  報告事項 Ｅ棟施設の適正化のための改修工事 

常勤理事の職務執行状況（令和７年度第２回） 

  出 席 等 決議に必要な出席理事の数 ６名 

       出席10名、欠席１名 

監事出席２名 

 

３ 役員の異動（任期満了に伴う再任と新任） 

  再任理事数 10名 

  新任理事数 １名 

 

４ 評議員の異動 

  辞任評議員数 １名 

  新任評議員数 １名 

 

５ 会計監査人の異動（任期満了に伴う再任） 

  再任会計監査人数 ２名 

 

  



 

【別紙１】部分肉価格情報の公表方法（公表機関、地域等） 

 

公表機関 公表地域 公表品目 部位数 公表日 

日本食肉流通センター 

ホームページ 

「部分肉価格情報専門

チャンネル」 

首都圏 

近畿圏 

中京圏 

九州地域 

豚カット肉「Ⅰ」 

(前日までの１週間分) 
 7 

毎日(土・日及び祝日を除く) 

(15時10分） 

豚カット肉「Ⅰ」(週間)  7 
毎週火曜日（同上） 

和牛チルド「４」 15 

乳牛チルド「２」 13 
毎週水曜日（同上） 

交雑牛チルド「３」 13 

輸入牛肉 20 
毎月３日、18日（同上） 

輸入豚肉 14 

月報（全品目） 全部位 翌月原則11日 

年報（全品目） 全部位 翌年１月下旬 

日本経済新聞 首都圏 

豚カット肉「Ⅰ」  7 毎日(公表日翌日) 

和牛チルド「４」 12 毎週水曜日 

乳牛チルド「２」 12 毎週木曜日 

日本農業新聞 

（日農 netアグリ市況） 

 

首都圏 

近畿圏 

中京圏 

九州地域 

豚カット肉「Ⅰ」  7 毎日(公表日翌日) 

和牛チルド「４」 15 毎週水曜日 

乳牛チルド「２」 13 
毎週木曜日 

交雑牛チルド「３」 13 

輸入牛肉 20 
公表日翌々日 

輸入豚肉 14 

食 

肉 

通 

信 

社 

食肉速報（日報） 

首都圏 

近畿圏 

中京圏 

九州地域 

豚カット肉「Ⅰ」  7 毎日(公表日翌日) 

和牛チルド「４」 15 

公表日の翌週 

乳牛チルド「２」 13 

交雑牛チルド「３」 13 

輸入牛肉 20 

輸入豚肉 14 

食肉通信（週報） 

首都圏 

近畿圏 

中京圏 

九州地域 

豚カット肉「Ⅰ」(週間)  7 

公表日の翌週 

和牛チルド「４」 15 

乳牛チルド「２」 13 

交雑牛チルド「３」 13 

輸入牛肉 20 

輸入豚肉 13 

食品産業新聞社 

（畜産日報） 

首都圏 

近畿圏 

中京圏 

九州地域 

豚カット肉「Ⅰ」  7 毎日(公表日翌日) 

豚カット肉「Ⅰ」(週間) 7 

毎週木曜日 
和牛チルド「４」 15 

乳牛チルド「２」 13 

交雑牛チルド「３」 13 

輸入牛肉 20 
公表日翌日 

輸入豚肉 14 

全国生鮮食料品流通情報

センター 

（依頼者へＦＡＸ送信） 

首都圏 

近畿圏 

中京圏 

九州地域 

輸入牛肉 20 毎月３日、18日 

肉牛新報社 

（肉牛ジャーナル） 

首都圏 和牛チルド「４」 15 
毎翌々月１日 

近畿圏 交雑牛チルド「３」 13 

 

（注）１ 公表地域とは、部分肉の販売先の所在地を示すもの。 

２ センターの部位数は、最も多い地域の部位数を記載している。 

３ 各公表機関の公表地域のうち、公表が省略される公表品目もある。 

４ 各公表機関の公表日は目安であり、紙面等の都合により、変動することがある。 

 

  



 

【別紙２】センターの入退去状況 

 

入退去者数 

入居者２者（川崎０者、大阪２者） 

退去者３者（川崎０者、大阪３者） 

 

入退去小間数 

施設名 令和６年度末 令和７年度 
備 考 

 空き 退去 入居・借増し 空き 

川崎Ｃ棟 ０小間 ０小間 ０小間 ０小間  

Ｄ棟 ０小間 ０小間 ０小間 ０小間  

Ｅ棟 ０小間 ０小間 ０小間 ０小間  

Ｆ棟 １小間 ０小間 ０小間 １小間  

Ｇ棟 ０小間 ０小間 ０小間 ０小間  

大阪北館 １小間 ０小間 １小間 ０小間  

南館 １小間 ３小間 １小間 ３小間  

計 ３小間 ３小間 ２小間 ４小間  

（注）１ 入退去者数とは、期中のセンターへの新規入居者数及びセンターからの退去者数をいう。 

２ 空き小間は、川崎・大阪センター共に事務室である。 

３ 大阪センターの南館退去１小間、北館入居１小間は、同一社の内部移転によるものであ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙３】研修会及び見学会の開催 

 

研修会（川崎センター） 

回数 研修名・講師名 開催日時・場所・参加人数 

第１回 

「物流２０２４年問題への対応－食肉加工業界

が目指すもの－ 

日本ハム・ソーセージ工業協同組合 

専務理事 強谷 雅彦 氏 

  

令和７年６月５日（木） 

Ｇ棟３階大会議室 

14時～15時５分 

 

「物価上昇下の食肉販売と物流２０２４年問題

への業界の取組を追う」 

公益財団法人日本食肉流通センター 

 情報部長 安藤 松太郎 

 

15時30分～16時10分 

 

川崎（大会議室） 24人 

大阪(セミナー室) 26人 

リモート     69人 

第３回 

「最近における食肉事情と今後の課題」 
～出店が続くスーパーのそれぞれのＡ５戦略～ 

株式会社月城流通研究所 

 代表取締役 月城 聡之 氏 

 

令和８年３月５日（木） 

Ｇ棟３階大会議室 

14時～15時30分  

 

「最近の食肉をめぐる状況」 

公益財団法人日本食肉流通センター 

 情報部長 安藤 松太郎 

 

15時35分～16時10分 

 

川崎（大会議室） 10人 

大阪(セミナー室)  4人 

リモート     36人 

 

研修会（大阪センター） 

回数 研修名・講師名 開催日時・場所・参加人数 

第２回 

食肉小売・外食業界の時流適応2025 

「成長著しいEC市場への適応と、人材不足

への対応について」 

リライズコンサルティング株式会社 

チームリーダー 吉田 圭良 氏 

令和７年11月11日（火） 

14時～15時30分 

南館２階セミナー室 35人 

リモート      23人 

 

 

  



 

見学会（川崎センター） 

回数 見学者 開催日時・人数 

５回 維度智華管理顧問有限公司一行（中国） 令和７年６月17日（火） 

13時30分～16時 23人 

 

 食品衛生管理者講習会（公益社団法人日本

食品衛生協会主催）受講者一行 

令和７年７月４日（金） 

9時30分～10時50分 45人      

（うち協会事務局３人） 

 

令和７年７月11日（金） 

9時30分～10時50分 45人      

（うち協会事務局３人） 

 

 台湾中央畜産会一行 

 

令和７年７月９日（水） 

10時～13時 13人 

（うち農畜産業振興機構２人） 

 

 韓国農林畜産食品部傘下公共機関家畜衛

生防疫支援本部一行 

令和７年９月 10日（水） 

15 時～16 時 40 分 20 人 

 

 韓国農政研究センター一行 令和７年 10 月 21 日（火） 

15 時～17 時 ３人 

 

 


